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　農水産業協同組合の取引約定書によって、貯金者側に手形面記載の金額の
買戻し債務を負担する旨が定められている場合（注）には、それを行使したう
えで自己の有する貯金債権と当該債務を相殺することができます。

（注）例えば、農水産業協同組合の取引約定書に「満期前の割引手形について私が前項（略）により相
殺する場合には、私は手形面記載の金額の買戻し債務を負担して相殺することができるものとし
ます。ただし、貴組合が他に再譲渡中の割引手形については相殺することができません。」と規定
されていることがあります。

　借入金の返済が延滞している場合でも、相殺することは可能です。
　ただし、相殺に当たり、借入約定等に基づく利息や遅延損害金を請求され
ることがあります。実際には、その分も貯金額から差し引かれることになる
と思われます。

貯金等と満期前の割引手形に係る当該手形面記載の
金額の買戻し債務との相殺は可能ですか。

借入金の返済が滞っているのですが、
貯金等との相殺は可能ですか。


